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し、その応用可能性および介入方法への落とし込みを図る。具体的には、SOC（ Sense of 
Coherence）、 レ ジ リエ ン ス（ Resilience）、そ れ に心 的外 傷後 成長 （ Posttraumatic 
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上述の研究の流れから、2014 年度は以下の 4 つの観点から研究を実施した。これら 1
年間の研究成果は、学会誌に原著論文として 4 件掲載済および印刷中、加えてもう 3













立 教 Ｓ Ｆ Ｒ － 復 興 共 同 － 報 告  
研究【経過・成果】の概要 つづき  
②被災者およびその支援者のメンタルヘルスアセスメント  
2013 年度には、被災者およびその支援者のメンタルヘルスを簡便に評価する尺度を
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